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★表紙の写真

トキ野生復帰10周年

　平成20年９月に第１回トキ放鳥

が行われて今年で10年が経過しま

した。

　トキ野生復帰にむけて、さまざ

まな方のご尽力で佐渡の空を多く

のトキが羽ばたいています。　

今月の主な内容
Ｐ４〜5
　食育川柳コンクール
　受賞作品決定

Ｐ６〜７
　�上半期の財政執行状況

便利です！
市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに…
　市ホームページ、マイ広報紙
（ＱＲコード）、マチイロアプリか
ら広報紙「市報さ
ど」がご覧いただ
けます。

記念式典で感謝状が贈呈された団体

⃝人・トキの共生の島づくり協議会　様
　�トキの餌場環境整備団体や学識経験者などで構成された団体
で、生息環境の整備や野生復帰の普及啓発などの取り組みを
推進

⃝国立大学法人新潟大学　様
　�新潟大学超域朱鷺プロジェクトを立ち上げ、トキの生息環境
の研究を行うとともに、棚田や里山の管理者の育成に尽力　

⃝トキ飼育繁殖小委員会　様
　�トキの繁殖技術、遺伝的多様性の確保など飼育繁殖に関する
指導・助言を行い野生復帰事業に尽力　

⃝東京都立多摩動物公園　様、石川県　様、島根県出雲市　様、
　長岡市　様
　�鳥インフルエンザ等の感染症に備えた分散飼育や繁殖を行い
野生復帰に尽力

ト
キ
野
生
復
帰
10
周
年

　
10
月
14
日
、15
日
に
ト
キ
野
生
復
帰
10

周
年
を
記
念
し
て
、式
典
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

放
鳥
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
一
連
の

行
事
に
は
秋
篠
宮
家
の
眞
子
内
親
王
殿
下

に
ご
臨
席
を
賜
り
、記
念
式
典
に
て
ト
キ

野
生
復
帰
の
取
り
組
み
に
つ
い
て「
ト
キ
に

と
っ
て
も
、人
に
と
っ
て
も
大
切
な
環
境
を

守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
」と
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
ト
キ
野
生
復
帰
の
取

り
組
み
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
環
境
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

放鳥式で羽ばたくトキ
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　2008 年の最初の放鳥からこれまで 19回の放鳥を行い、
2020 年までに 220 羽のトキを定着させるという目標を
２年前倒しで達成しました。
　市民、大学、研究機関、行政等による生息環境整備など
や、分散飼育地で飼育したトキを佐渡に放鳥するなど、多
くの方々のご努力とご協力のたまものです。
　トキ野生復帰事業は次のステージに移行しました。これ
からの 10年は、人とトキとの共生による良好な環境の維
持や交流人口の拡大やブランド化により、佐渡の地域経済
が好循環といった持続型社会の実現が必要となっていま
す。
　今後、さまざまな取り組みをしていきますので、皆さまのご協力をお願いします。

中国から２羽のトキを提供していただきました
　佐渡の自然界に生息するトキは、過去に中国
から提供いただいた５羽の個体を元としている
ことから、遺伝的多様性が少なく、ある種の病
気に弱いなどの可能性が指摘され、定着に向け
ての課題となっていました。
　10 月 17 日、中国から提供された新たなトキ
の個体、雄の「楼楼（ロウロウ）」、雌の「関関（グ
ワングワン）」が佐渡に到着しました。新たな血
統を持つ個体が入ったことにより、課題であっ
た遺伝的多様性が増加し、トキの真の定着に向
け大きく前進することが期待されます。

野生下に生息するトキの数 369羽（10月26日時点の推定個体数）

日本のトキの主なあゆみ
1952 年　国の特別天然記念物に指定
1967 年　旧新穂村に新潟県トキ保護センター開設
1981 年　野生下に残っていた５羽すべてを捕獲し野生下絶滅
1993 年　保護センターが旧新穂村長畝に移転、佐渡トキ保護センターに改称
1995 年　日本産最後のオス「ミドリ」が死亡
1999 年　�中国から贈呈された「ヨウヨウ」「ヤンヤン」のペアから「ユウユウ」が誕生し国内初の人

工ふ化に成功
2003 年　日本の野生最後のトキ「キン」が死亡し、日本産トキ絶滅
2007 年　新穂正明寺に野生復帰ステーション開設
2008 年　第 1回試験放鳥で 10羽のトキを自然界に放鳥
2012 年　放鳥トキのペアからヒナが誕生し、野生下で 36年ぶりに繁殖に成功
2013 年　トキの森公園に「トキふれあいプラザ」オープン
2016 年　40年ぶりに野生下生まれ同士のペアからヒナが誕生

お問い合わせ　産業観光部農業政策課　トキ保護係（トキ交流会館内）　☎２４－６０４０

中国から提供を受けたトキの「楼楼、関関」
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最優秀賞を受賞された皆さんに
「句に込められた思い」を聞きました！

みんなですすめる～食と運動　あったか大作戦～「S
サ イ ズ

IZE　S
エス

」
　市では脱メタボで健康寿命の延伸「元気で長生き」を目指し、食習慣と運動習慣を見直す「SIZE　S」と
いう取り組みを推進しています。
　川柳のテーマ「和食」は、日本人の体に合った食材・食べ方を考えて作られています。和食の基本である
一汁三菜（汁物とおかず３つ）でバランス良く、適量を守りながらおいしく食べて、楽しく体を動かし、健
康に過ごしましょう。

「SIZE　S 」とは　　S：佐渡で　I： 一緒に　Z：ずっと　E：笑顔で　S：住みたいな
「より健康に暮らしたい」そんな期待を込めた脱メタボ作戦の名前です！

松川　慎吾 さん
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食
育
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
決
定
！

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

正
し
い
食
事
の
あ
り
方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、「
和
食
（
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
）」
を
テ
ー
マ
に
川
柳
を
募
集

し
、
10
月
20
日
、
佐
渡
総
合
病
院
「
病
院
祭
」
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

しょくたくの　まん中ねころぶ　やき魚
　ぼくの家のごはんの時は、いつもつくえのまん中に魚
がおいてあるのを思い出して書きました。
　ぼくは、魚は骨があるのであまりすきではないけど、
今はがんばって食べています。

おみそ汁　愛があふれて　湯気となる
　お母さんは、湯気が出るみそ汁を僕たちのために一生
懸命作ってくれます。そのみそ汁にこもったお母さんの
愛情を湯気に見立てて書きました。

丹穂　陽太 さん

佐々木　直也 さん

海外を　旅して恋し　塩むすび
　海外旅行をすると、現地の料理も珍しくておいしいですが、
２日もすると和食が恋しくなります。それも、シンプルな塩を
付けただけのおむすびが食べたくなる、やっぱり日本人だな
とつくづく感じてしまう、そんな思い出を句にしました。
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表彰式で表彰された皆さん



○
選
定
結
果
　
個
人
賞

「
小
学
生
の
部
」 　

応
募
者
数
２
４
３
人

 

最
優
秀
賞 

し
ょ
く
た
く
の
　
ま
ん
中
ね
こ
ろ
ぶ
　
や
き
魚

 

加
茂
小
学
校　
２
年　
丹
穂　
陽
太

 

選 

評 　
い
ろ
い
ろ
な
料
理
の
あ
る
中
で
、や
き
魚
一
匹

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
し
ょ
く
た
く
の
主
役
と
し
て
迫
力

満
点
で
す
。

�　

�　

こ
の
作
品
は
、テ
ー
マ
の「
和
食
」を
具
体
的
に
や
き

魚
で
表
現
す
る
と
と
も
に
、「
ね
こ
ろ
ぶ
」の
言
葉
選
び

が
川
柳
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

�　

�　

ま
た
、川
柳
で
大
切
な
モ
ノ
の
素
直
な
と
ら
え
方

が
生
き
て
、見
事
上
級
生
を
抑
え
て
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

�

優
秀
賞

祖
母
母
の
　
和
食
の
バ
ト
ン
　
次
わ
た
し

 

河
崎
小
学
校　
６
年　
野
口　
心
晴

あ
さ
ご
は
ん
　
和
食
は
ぼ
く
の
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

 

加
茂
小
学
校　
４
年　

田
中　
光
翔

和
食
は
ね
　
家
族
の
き
ず
な
　
つ
な
ぐ
味

 

相
川
小
学
校　
５
年　

児
玉　
優
斗

「
中
学
生
の
部
」　

応
募
者
数
５
２
５
人

 

最
優
秀
賞 

お
み
そ
汁
　
愛
が
あ
ふ
れ
て
　
湯
気
と
な
る
　

 

高
千
中
学
校 

１
年　

佐
々
木　
直
也

 

選 

評 　
和
食
の
中
で
も
、
お
母
さ
ん
の
あ
た
た
か
さ
や

わ
が
家
な
ら
で
は
の
味
が
冴
え
る
の
は
、
み
そ
汁
が

一
番
で
し
ょ
う
。

�　

�　

こ
の
作
品
に
は
、
湯
気
と
い
う
最
高
の
役
者
が
居

て
、
愛
情
を
感
じ
た
様
子
が
と
て
も
あ
た
た
か
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

�　

�　

一
つ
の
椀
か
ら
、
幸
せ
な
家
庭
の
ド
ラ
マ
が
見
え

る
一
句
で
し
た
。

�
優
秀
賞

日
本
食
　
心
も
満
た
す
　
お
も
て
な
し

 
南
佐
渡
中
学
校 

１
年　
本
間　
愛
梨

�

ほ
っ
と
す
る
　
和
食
は
ウ
チ
の
　
セ
ラ
ピ
ス
ト

 

南
佐
渡
中
学
校 
３
年　
長
尾　
百
々
花

�

楽
し
い
な
　
味
と
見
た
め
で
　
二
刀
流

 

真
野
中
学
校 

１
年　
金
子　
遥
人

「
一
般
の
部
」
応
募
者
数
１
０
３
人 

（
う
ち
高
校
生
46
人
）

 

最
優
秀
賞 

海
外
を
　
旅
し
て
恋
し
　
塩
む
す
び

 

羽
茂
地
区　

松
川　
慎
吾

 

選 

評 　
お
に
ぎ
り
に
し
た
佐
渡
米
の
お
い
し
さ
は
特
別

で
す
。
海
外
へ
旅
行
中
と
も
な
れ
ば
、
塩
む
す
び
の

味
を
思
い
出
し
て
、
家
が
恋
し
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

�　

こ
の
作
品
の
塩
む
す
び
に
は
、
外
国
の
素
晴
ら
し

さ
と
、
そ
れ
以
上
に
あ
る
日
本
の
良
さ
を
感
じ
る
旅

の
物
語
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

優
秀
賞 

食
卓
を
　
囲
む
笑
顔
が
　
隠
し
味

 

金
井
地
区　
仲
川　
孝
二

子
へ
孫
へ
　
伝
え
て
い
こ
う
　
佐
渡
の
味

 

佐
渡
総
合
高
校　
３
年　
石
見　
愛
海

だ
し
香
る
　
母
の
だ
い
ど
こ
（
台
所
）　
里
帰
り

 

金
井
地
区　
金
子　
康
子

○
選
定
結
果　
団
体
賞　
応
募
小
学
校
７
校
、
応
募
中
学
校
９
校

　
佐
渡
地
域
振
興
局
長
賞�

両
津
小
学
校　

５
年
、
畑
野
中
学
校　

３
年

　
佐
渡
市
長
賞�

加
茂
小
学
校　

１
年
、
高
千
中
学
校　

１
年

　
審
査
員
特
別
賞�

佐
和
田
中
学
校

※
敬
称
略

※
選
評　

審
査
委
員
長　

若
林　

柳
一

※
各
部
門
の
入
選
句
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室　

健
康
増
進
係　

☎
63
―
３
１
１
５
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予算現額

収入済額

※１ その他の歳入は、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付
金、自動車取得税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対
策特別交付金、財産収入、寄附金、諸収入です。

70億円 140億円 210億円

その他の歳入（※1）

市債

繰越金

繰入金

県支出金

国庫支出金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

地方交付税

地方消費税交付金

地方譲与税

市税

◆市税の内訳
市民税
8億114万円
29.4％

固定資産税
15億865万円
55.4％

軽自動車税
2億5,318万円
9.3％

市たばこ税  1億4,580万円
5.4％

入湯税 1,498万円 0.5％

収入済額
27億2,375万円
（前年度同期比：

　 1.0％減　　）

49億2,906万円
27億2,375万円

4億7,100万円
1億3,173万円

9億6,000万円

206億5,288万円
141億6,879万円2億2,553万円

7,184万円
6億7,210万円

2億8,519万円
38億274万円

8億5,130万円
47億2,884万円

6億6,746万円
21億9,130万円

0円
24億6,879万円
24億6,879万円

73億1,704万円
1億4,860万円

14億6,453万円
3億98万円

5億9,501万円

収入率55.3％（前年度同期：54.0％）

70億円 140億円 210億円

支出済額

予算現額

その他の歳出（※2）

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費 1億7,952万円
9,455万円

104億9,934万円
27億9,015万円

99億8,893万円
43億1,697万円

46億6,764万円
13億6,944万円

43億9,215万円
11億8,008万円
14億5,301万円

8億8,897万円
52億3,598万円

5億1,742万円
21億632万円

9億626万円
32億778万円

13億1,892万円
11億957万円

2億4,672万円
69億8,733万円

32億3,707万円
5,624万円
559万円

※2 その他の歳出は、労働費、諸支出金、予備費です。

予算現額

支出済額

上半期の財政執行状況
一般会計 一般会計予算は、451 億 4,967 万円でスタートしましたが、９月補正を含む４回の補正や平成 29 年度繰越事業

費を加えた９月末の予算現額は、498 億 8,381 万円（前年度同期比：6.3% 減）となっています。

　皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われ、どのように財政が運営されているのかを知ってもらう
ために、市では毎年２回財政事情を公表しています。

平成30年度
（４月１日～９月30日）

歳入の状況
予算現額 … 498億8,381万円　　収入済額 … 224億1,344万円（前年度同期比：2.0％増）　収入率 … 44.9％（前年度同期：41.3％）

歳出の状況
予算現額 … 498億8,381万円　　支出済額 … 168億7,214万円（前年度同期比：2.4％減）　執行率 … 33.8％（前年度同期：32.5％）

　歳入、歳出の執行状況内訳は表のとおりです。

市報さど　平成30年11月号



特別会計

公営企業会計

◆市民一人あたりの負担状況
　（上段：予算現額※3　下段：収入済額※3）
市民税 固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 入湯税

3万5,801円 4万1,899円 4,665円 5,813円 417円
1万4,400円 2万7,116円 4,551円 2,621円 269円

◆基金・市債の状況
　（上段：現在高　下段：市民一人あたり※3）
基金（市の貯金） 市債（市の借金）

212億8,109万6,891円 554億9,987万8,866円
38万2,506円 99万7,553円

●観光地域づくり推進事業
　地域経営の視点に立った観光地域づくりを進め、そのプラットフォームとなるＤ
ＭＯの組織運営を支援するとともに、観光案内所の運営や観光データ調査分析を
行っています。

●販売網構築事業
　佐渡産農産物のブランド化をさらに進め、付加価値を高め島外に販売をすること
により第一次産業の経営を安定させるとともに、佐渡産農産物の島内消費拡大を図
るため、島内循環の仕組みづくりを進めています。

●防災対策事業
　災害による被害を最小限にとどめるため、津波・洪水・土砂災害等の被害想定と
避難に役立つ情報を掲載した地域防災マップを作成しています。また、災害時にお
いて情報の収集や伝達体制が確保できるよう地域との連携強化を図っています。

特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など 11 会計が
あります。

公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業で、病院事業会計、水道事業会計があります。

会　計　名
収　　　入 支　　　出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

病院
事業

収益的収支※4 16億5,274万円 7億5,189万円 45.5% 19億2,153万円 7億4,448万円 38.7%
資本的収支※5 1億9,794万円 4,305万円 21.7% 5,702万円 988万円 17.3%

水道
事業

収益的収支※4 27億5,342万円 10億7,874万円 39.2% 27億1,736万円 11億7,385万円 43.2%
資本的収支※5 22億9,961万円 1,084万円 0.5% 30億1,510万円 12億3,023万円 40.8%

※４　収益的収支は、経営活動で発生する利益とそれに対応する経費です。
※５　資本的収支は、将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償還金などの支出とその財源となる収入です。

予算現額
収入済額
支出済額

63億5,257万円

3億4,597万円
2億5,057万円

89億3,763万円44億1,396万円

40億6,019万円
4億3,339万円

4億6,415万円

3,530万円
617万円
51万円

1億9,574万円
1億9,882万円

5億8,321万円
2億4,997万円
2億5,213万円

629万円 
272万円
57万円

30億円 60億円 90億円

その他（財産区）

すこやか両津

歌代の里

小水力発電

下水道

介護保険

後期高齢者医療

国民健康保険 30億9,004万円

35億7,778万円

11億2,935万円

7億5,538万円
23億3,493万円

こんな事業を
行っています

※３　平成30年9月30日現在の人口55,636人で計算しています。

お問い合わせ　企画財政部財政課　予算係　☎６３－３１１４

市報さど　平成30年11月号7
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楽しみ、学び、次世代へ「第３回佐渡民謡の祝祭」　9/22

特別な体験　佐渡空港「空の日」イベント　9/29

文化財の大切さを肌で感じる　佐渡金銀山遺跡 現地ボランティア活動　10/6

トキで繋がる絆　中国洋県友好交流事業　10/15

　島内の民謡団体などが佐渡
民謡を中心にさまざまな民謡
を披露した佐渡民謡の祝祭。
　民謡披露のほかに、小学生
を対象とした佐渡おけさ講習
や 、 佐 渡 民 謡 に 欠 か せ な い

「おけさ笠の製作実演」が行われました。
　来場者は、佐渡の伝統芸能・技術を身近に感じなが
ら佐渡民謡の魅力を再認識していました。

　国史跡の北沢浮遊選鉱場跡周辺で、市内外から約
150人のボランティアの皆さんが参加し、草刈りな
どの景観美化活動を行いました。
　当日は、台風の影響もあり暑い日となりましたが、
参加した皆さんの一生懸命に作業に取り組む姿が印
象的でした。
　文化財に触れる機会を通じて、世界遺産登録を目
指す「佐渡金銀山」の保存・整備の大切さについて
一人一人が考える良いイベントとなったようです。

　「空の日」イベントが開催され、約
350人が来場し、さまざまな体験を通じ
て、佐渡空港を身近に感じました。
　ヘリコプター見学や滑走路ツアー、海
上保安庁の制服を着用し記念撮影など、
普段では体験できない出来事にワクワク
する特別な一日となりました。

市報さど　平成30年11月号



田んぼに浮かぶ羽ばたくトキ　田んぼアート稲刈りイベント　10/13

トキで繋がる絆　中国洋県友好交流事業　10/15

　美しい島佐渡・エコアイランド推
進協議会主催による佐渡牛の関連
施設見学ツアーが開催されました。
　71人が参加し、平清水地区の堂林
牧場などの見学を通じて、畜産業に
おける資源循環のさまざまな取り組
みを知る良い機会となったようです。
　参加者からは「市内の自然環境や
農林水産業を知る機会をもっと増や
してほしい」などの感想が聞かれま
した。

　トキ放鳥10周年を記念した「田んぼアート」で、約
170人が参加して稲刈りを行いました。
　今年は、６色の苗を使ってトキと道遊の割戸が浮か
び上がるデザインに挑戦しました。新穂青木の田んぼ
には、多くの方々が稲の成長と共に浮かび上がるアー
トの様子を楽しみに足を運んでいただきました。
　また、この日は、コープデリ連合会から９年続く佐渡
トキ応援お米プロジェクトとして、佐渡産米の売り上
げの一部（270万8,842円）を市に寄付していただきま
した。

　トキの保護が縁で友好交流を行っている中国
陝西省洋県の小学生など26人の訪問団が、行谷
小学校を訪れ、相互の絆を深めました。
　交流会では、行谷小学校の児童の皆さんが鬼
太鼓や合唱を披露し、また、洋県の児童の皆
さんはトキをイメージした衣装で華麗な踊りを
披露するなど、それぞれがくぎ付けとなって見
入っていました。
　これからもさまざまな交流を通じて、相互の
絆をより深めてほしいですね。

佐渡牛から学ぶ　佐渡牛の関連施設見学ツアー　10/20

市報さど　平成30年11月号9



10

伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の

専
門
学
校
学
園
祭

11
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校

　
（
千
種
丙
２
０
２
番
地
１
）

�

伝
統
建
築
学
科　
竹
や
木
材
を
使
用
し

て
の
作
品
作
り
（
竹
一
輪
ざ
し
な
ど
）、

か
ん
な
削
り
体
験

　

�

介
護
福
祉
学
科　
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
介
護
福
祉
学
科
の

10
周
年
な
ど

伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校

　

学
園
祭
学
生
実
行
委
員
会

　

☎
61
―
１
１
２
２

地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
&

ジ
ョ
ブ
ズ
タ
ウ
ン

　

地
産
地
消
で
佐
渡
を
活
性
化
す
る
た
め
、

地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
会
場
内
で
子
ど
も
た
ち
が
お

仕
事
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
ま
す
。

11
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

　
（
窪
田
75
番
地
１
）

地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ

　
�

来
場
者
が
参
加
で
き
る「
牛
乳
で
乾
杯
」

や
、
お
む
ず
び
ア
ー
ト
、
物
販
「
佐
渡

ま
る
ご
と
ふ
れ
あ
い
市
」
な
ど

　

ジ
ョ
ブ
ズ
タ
ウ
ン

　

�

市
内
の
企
業
に
よ
る
お
仕
事
の
説
明
や

簡
単
な
作
業
の
体
験
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
な
ど

地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

　

産
業
観
光
部
農
業
政
策
課

　

販
売
流
通
係　

☎
63
―
５
１
１
７

　

ジ
ョ
ブ
ズ
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

　

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

雇
用
促
進
係　

☎
63
―
４
１
５
２

た
た
こ
う
館
ま
つ
り

　

太
鼓
や
地
域
の
食
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

12
月
９
日
㈰　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

佐
渡
太
鼓
体
験
交
流
館

　
（
小
木
金
田
新
田
１
５
０
番
地
３
）

�

太
鼓
体
験
や
芸
能
ス
テ
ー
ジ
、
地
元
特

産
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

大
人
（
中
学
生
以
上
）
５
０
０
円

　

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
無
料

佐
渡
太
鼓
体
験
交
流
館

　

☎
86
―
２
３
２
０

あ
っ
た
か
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８

　

障
が
い
者
が
自
ら
の
自
立
と
社
会
参
加

へ
の
意
欲
を
高
め
、
地
域
住
民
が
障
が
い

者
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
あ
っ
た
か
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

12
月
16
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

　
（
即
売
会
は
午
前
11
時
か
ら
）

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

�
障
が
い
福
祉
施
設
利
用
者
に
よ
る
音
楽

発
表
・
芸
能
発
表
、
作
品
展
示
、
即
売

会
な
ど

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

相
　
　
談

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
！ 

経
営
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

創
業
、
売
上
拡
大
、
経
営
改
善
、
事
業

承
継
、
廃
業
、
補
助
金
申
請
な
ど
、
経
営

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
迷
い
・
悩
み
を
相

談
で
き
る
窓
口
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
何
回
で
も
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
も
の
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
産
業
観
光
部
地
域
振
興
課
内
）

　

☎
63
―
４
１
５
２

　

新
潟
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
（
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構
内
）

　

☎
０
２
５
―
２
４
６
―
０
０
５
８

催

し

有
　
料
　
広
　
告

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みですか？
　見舞金の請求期間
は、交通災害を受けた
日から起算して「１年
以内」です。
　もう一度ご確認を！
お問い合わせは、佐渡市役所 防災管
財課 防災安全係 ☎６３－３１２５まで
（�〒952‐1292　千種232番地　佐渡市役所内�
新潟県市町村総合事務組合佐渡市事務所）

第10回

市報さど　平成30年11月号



司
法
書
士
に
よ
る 

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

11
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・�

土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・�

金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て　

な
ど

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

ご
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、お
受
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
63
―
６
９
８
７

　
（
平
日
・
午
後
１
時
～
５
時
）

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る 

　
　
　
　
　
　

 

無
料
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

11
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・�

宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る　

な
ど

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　
（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
、電
話

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び
新
潟
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
12
日
㈪
か

ら
18
日
㈰
ま
で
の
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
に
相
談
時

間
を
延
長
し
、
土
・
日
曜
日
も
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相 

談
内
容　
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・

夫
婦
間
の
問
題
な
ど
広
く
女
性
の
人
権

に
関
す
る
こ
と

相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

相
談
時
間

　

平
日
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※�

強
化
週
間
以
外
は
、平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

市報さど　平成30年11月号11

公営住宅の入居者を募集します
　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくは、お問い合わせください。市ホー
ムページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津 大野第2住宅（1、2、3階） 9 H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000【定額】

相川

県営おりと団地
（１階、2階、3階、4階）

6 S54 耐火構造4階建て 3DK 14,900～29,300

県営炭屋町団地
（１階、2階、3階、4階)

6 S58 耐火構造4階建て 3DK 16,600～32,700

栄町団地野かんぞう棟（２階、３階） 3 H3 耐火構造3階建て 3DK 21,500～42,200
栄町団地あさがお棟（３階） 1 H10 耐火構造3階建て 3DK 23,200～45,700

金井
木戸沢第3住宅（1、2階） 3 H9 木造2階共同建て 3DK 53,000【定額】
吉井第3住宅（１階） 1 H15 木造平屋長屋建て 2DK 21,600～42,500

新穂
青木第1住宅 1 H1 木造平屋一戸建て 3DK 16,900～33,300
青木第2住宅 1 H5 木造平屋一戸建て 3DK 18,300～36,000

畑野
後稲葉住宅団地C棟 2 H13 木造平屋長屋建て 2DK 13,600～26,800
後稲葉住宅団地Ｅ棟（１階） 1 H13 木造2階共同建て 2DK 24,000【定額】

真野 新町団地 3 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】
�11月30日㈮　午後５時　入居予定　12月下旬
・ �建設部建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
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募
　
　
集

会
社
や
お
店
の
宣
伝
に
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！ 

市
役
所
で
使
用
す
る
郵
便
用
封
筒
の
有
料
広
告
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
文
書
を
送
付
す
る
際
に
使
用
す
る
、
封
筒
の
裏
面
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集
し
ま
す
。

広
告
掲
載
期
間　
作
成
枚
数
を
使
い
切
る
ま
で

掲
載
予
定
の
原
稿
を
添
付
し
て
、
掲
載
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
10
日
㈪

�

掲
載
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
部
総
務
課　

総
務
係　

☎
63
―
３
１
１
１

 

広
報
紙「
市
報
さ
ど
」・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
料
広
告
募
集

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
紙
「
市
報
さ
ど
」
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

�

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

総
務
部
総
務
課
広
報
戦
略
室　

広
報
広
聴
係　

☎
63
―
５
１
３
９

郵便用封筒の募集内容等

封筒種類 角形２号封筒�
（Ａ４判用）

長形３号封筒�
（Ａ４判横３つ折り用）

掲載位置 封筒裏面 封筒裏面
広告の大きさ 縦９㎝・横９㎝��１色刷 縦５㎝・横10㎝��１色刷

募集枠数 ４枠 ３枠
掲載料金

( １枠につき ) 50,000 円 50,000 円

作成枚数 30,000 枚 60,000 枚

広告掲載封筒のイメージ
角形2号封筒 長形3号封筒

随
時
募
集
！

広報紙「市報さど」の募集内容等
掲載場所は、情報かわら版の最下段です。

広告の大きさ 縦６㎝、横 5.7㎝
１色刷り

縦６㎝、横 8.7㎝
１色刷り

縦６㎝、横 17.6㎝
１色刷り

掲載料金
（１カ月） 10,000 円 15,000 円 30,000 円

※掲載希望月の前々月１日までにお申し込みください。

市ホームページの募集内容等

基本位置 トップページ下 その他のページ左下

掲載料金
（１カ月） 10,000 円 5,000 円

※掲載希望月の前月１日までにお申し込みください。

9㎝

10㎝

9㎝

5㎝

市報さど　平成30年11月号



さ
わ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

ビ
ュ
ー
さ
わ
た
の 

　
　
　
　
　

 

借
受
者
募
集

　

佐
渡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
余
熱
利
用

施
設
と
し
て
、
平
成
15
年
に
建
設
さ
れ

た
「
さ
わ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ビ
ュ
ー
さ
わ
た
」
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

　

施
設
を
有
効
活
用
し
管
理
運
営
し
て
い

た
だ
け
る
民
間
事
業
者
を
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
隣
接
の
佐
和
田
大
佐
渡
交
流
活

性
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
温
室
ハ
ウ
ス
は
含

み
ま
せ
ん
。

参
加
申
込
期
限

　

12
月
20
日
㈭　

午
後
５
時

提
案
書
提
出
期
限

　

平
成
31
年
１
月
11
日
㈮　

午
後
５
時

�

募
集
要
項
な
ど
は
、
市
役
所
市
民
生
活

課
健
康
推
進
室
（
本
庁
舎
２
階
）、
ま

た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課

　

健
康
推
進
室　

温
泉
施
設
係

　

☎
63
―
３
１
１
５

お
知
ら
せ

優
秀
運
転
者
表
彰
候
補
者
の 

申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

　

新
潟
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、
平
成
31

年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
開
催
に
併

せ
て
行
う
、
優
秀
運
転
者
表
彰
の
候
補
者

の
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

�

無
事
故
、
無
違
反
で
あ
り
、
各
年
数
の

表
彰
対
象
に
該
当
す
る
方

・�

20
年
、
30
年
表
彰
は
、
運
転
経
験
の
あ

る
方

・�
40
年
表
彰
は
、
30
年
表
彰
の
受
賞
歴
の

あ
る
方

・�

50
年
表
彰
は
、
40
年
表
彰
の
受
賞
歴
が

あ
る
方

申
請
期
間　
12
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

�

運
転
記
録
証
明
書
、
無
事
故
無
違
反
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佐
渡
地
区
交
通
安
全
協
会

　

本
部　
　
　
　

☎
74
―
４
７
３
１

　

佐
渡
東
支
所　

☎
27
―
４
１
１
７

島
民
み
ん
な
で
不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て
を
無
く
そ
う
！

　

佐
渡
地
区
廃
棄
物
対
策
連
絡
協
議
会
で

は
、
春
と
秋
に
不
法
投
棄
防
止
週
間
を
設

け
て
集
中
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

10
月
18
日
に
は
、
安
養
寺
地
区
で
税
金

を
使
っ
て
撤
去
事
業
を
実
施
し
、
家
庭
ご

み
の
ほ
か
、
農
機
具
・
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

の
産
業
廃
棄
物
を
含
め
、
７
５
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
各
地
区
の
市
環
境
美

化
指
導
員
が
道
路
等
の
ポ
イ
捨
て
の
パ
ト

ロ
ー
ル
や
回
収
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
島
佐
渡
を
実
現
す
る
た
め
、
島

民
一
丸
と
な
っ
て
、
不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨

て
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
福
祉
部
環
境
対
策
課　

ク
リ
ー
ン
推
進
係　

☎
63
―
３
１
１
３

障がい者施設 
授産品販売

市役所本庁舎１階
　（正面玄関奥の階段横）

施設名　愛らんど新穂
12 月 14 日㈮　正午～午後１時

販売予定品
　切り餅、もち米、お惣菜、あぶらあげ、
しあわせ豆富など

施設名　さわやか
12 月 21 日㈮　正午～午後１時

販売予定品
　手作り布製品（エコバック・腕カバー・
靴下カバー）など

市民福祉部社会福祉課
　障がい福祉係　☎６３―５１１３

安養寺地区でのごみの撤去作業の様子

市報さど　平成30年11月号13



14

お
知
ら
せ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介

　

10
月
１
日
に
委
嘱
さ
れ
た
新
た
な
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

心
配
ご
と
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

両
津
北
地
区

　

野
町
・
吉
住
・
駒
坂
・
椿
担
当

　
　

渡
辺　

京
子　

さ
ん　

佐
和
田
地
区

　

田
望
・
野
町
・
坂
・
中
川
・
硲
担
当

　
　

石
井　

孝
良　

さ
ん

　

田
町
・
高
浜
町
担
当

　
　

坂
下　

由
美
子　

さ
ん

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

地
域
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
つ
ど
い 

「
サ
ロ
ン
ふ
き
の
と
う
」を 

　
　
　
　
　

  

開
催
し
ま
す

　

ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
同
じ
立
場

に
あ
る
ご
家
族
同
士
で
不
安
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
息
抜
き
を
し
ま
せ
ん
か
？

話
を
聞
く
だ
け
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

参
加
を
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
千
種
２
４
０
番
地
）

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
を
持
つ
方

�
参
加
者
同
士
の
交
流
、
講
師
に
よ
る
学

習
会

11
月
16
日
㈮

・

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
４
０
７

市
の
所
有
す
る
土
地
を
お
売
り
し
ま
す

　

随
意
契
約
で
先
着
順
に
、
市
の
所
有
す
る
土
地
を
お
売
り
し
ま

す
。
申
込
方
法
、
物
件
、
契
約
条
項
な
ど
の
詳
細
は
、
実
施
要
領

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

実
施
要
領
は
、
市
役
所
防
災
管
財
課
（
本
庁
舎
２
階
）、
ま
た

は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

受
付
開
始
日　
11
月
19
日
㈪
か
ら

・

総
務
部
防
災
管
財
課　

管
財
係　

☎
63
―
３
１
２
５

10月１日から新潟県最低賃金額が８０３円（時間額）に改定されました
　最低賃金は、事業を営む全ての使用者およびその事業場で働く全ての労働者に適用されます。
　この機会に最低賃金額を確認してみましょう。
新潟労働局労働基準部賃金室　☎０２５―２８８―３５０４

売却物件

物件番号 所在地 種別
（地目） 登記地積 最低売却価格

随30－１ 小木 86番 11 宅地 313.56㎡ 4,121,000 円
随30－２ 小木 86番 16 宅地 406.61㎡ 4,794,000 円
随30－３ 小木 86番 17 宅地 347.88㎡ 4,102,000 円
随30－４ 小木 86番 20 宅地 355.14㎡ 4,667,000 円
随30－５ 小木町 1986 番 宅地 166.95㎡ 2,187,000 円
随30－６ 小木町 1988 番 宅地 166.95㎡ 2,187,000 円
随30－７ 小木町 1990 番 宅地 166.77㎡ 2,184,000 円
随30－８ 千種 1044 番 田 599.00㎡ 8,985,000 円

随30－９
相川下戸浜町 4番

宅地
87.77㎡

4,557,000 円
相川下戸浜町 4番１ 181.92㎡

随30－10

新穂 37番１（防火水槽あり）

宅地

115.52㎡

4,952,000 円
新穂 38番1（防火水槽あり） 160.10㎡
新穂北方 450 番２ 161.84㎡
新穂北方 450 番４ 115.87㎡

寄
付
の
お
礼

　

旧
小
木
町
出
身
で
千
葉
県
在
住
の
堀
口
智
顕
さ
ん
か
ら
、「
志
を
持
っ
て
が
ん
ば

る
若
者
の
育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
２
千
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
誠
実
で
豊
か
な
人
間
性
に
基
づ
い
た
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
、
佐
渡
市
堀
口
基
金
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
こ

の
基
金
に
積
み
立
て
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

学
事
指
導
係　

☎
66
―
４
８
９
４
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人
権
擁
護
委
員
が 

　
　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
１
日
付
け
で
次
の
方
が
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

新
任　
佐
々
木　

卓
郎
さ
ん（
赤
泊
地
区
）

再
任　
中
川　

千
賀
子
さ
ん（
金
井
地
区
）

再
任　
柴
田　

博
文
さ
ん
（
小
木
地
区
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
身
の
回
り
で
起
き
た
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

12
月
６
日
㈭　

午
前
９
時
～
正
午

小
木
地
区
公
民
館

　
（
小
木
町
１
９
４
０
番
地
１
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員　

柴
田　

博
文

　
　
　
　
　
　
　
　

本
間　

明
美

�

予
約
制
の
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

「
働
き
方
」
が
変
り
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方
改
革

関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
次
の
３
点
で
す
。

〇
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入

〇
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

〇�

正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止

　

働
き
方
改
革
の
実
現
の
た
め
に
、
事
業

主
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

�
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ『「
働
き
方
改
革
」の
実
現
に
向
け
て
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

雇
用
促
進
係　

☎
63
―
４
１
５
２

新
潟
県
屋
外
広
告
物
講
習
会

　

屋
外
広
告
業
を
営
む
方
は
、
各
営
業
所

に
業
務
主
任
者
の
設
置
が
必
要
で
す
。

　

屋
外
広
告
業
を
営
も
う
と
お
考
え
の
方
、

今
後
業
務
主
任
者
に
な
る
予
定
の
あ
る
方

は
、
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
10
日
㈪
～
11
日
㈫

新
潟
県
自
治
会
館

　
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
番
地
１
）

11
月
30
日
㈮

�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

県
土
木
部
都
市
局
都
市
政
策
課

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
２
６

ウ
イ
ル
ス
性
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
） 

肝
炎
の
講
演
会
・
相
談
会

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
肝
硬
変
や
肝
臓

が
ん
な
ど
の
肝
臓
病
の
原
因
と
な
る
病
気

で
す
。
専
門
の
先
生
か
ら
講
演
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
30
日
㈮

　

午
後
１
時
10
分
～
３
時
10
分

佐
渡
総
合
病
院
（
千
種
１
６
１
番
地
）

・

　
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
最
新
情
報
」

　

�

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
肝
疾
患
相

談
セ
ン
タ
ー

　

上
村　

博
輝　

特
任
助
教

　
「�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
感
染
防
止
、
佐

渡
の
状
況
」

　

佐
渡
総
合
病
院　

　

荒
生　

祥
尚　

内
科
医
長

※�

講
演
会
終
了
後
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

患
者
・
ご
家
族
を
対
象
に
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

11
月
26
日
㈪

�

佐
渡
保
健
所
で
は
、
毎
月
2
回
、
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
お
よ
び
エ
イ
ズ
の
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
か
つ

匿
名
で
、
結
果
は
約
1
時
間
で
分
か
り

ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
相
談
電
話　

☎
74
―
４
３
０
０
）

・

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
４
０
３

ホームタンクから灯油を小分け 
する時は、その場を離れないで！
　暖房器具を多く使用する冬期間は、灯
油の流出事故が多く発生しています。
　ホームタンクからポリタンクへ小分け
する際には、その場を離れることなく、
作業後はホームタンクの元栓を確実に閉
めてください。
　油流出を放置し、川などに多量の油が
流れ込むと、水道の断水、農業や漁業へ
の被害、環境の汚染などが発生するおそ
れがあり、原因者には、対策費用や損害
賠償の請求が行われることがあります。
　油を流出させてしまったら、元栓を閉
めて応急処置を施し、最寄りの消防署や
下記お問い合わせ先へ速やかに通報して
ください。

消防本部予防課　☎５１―０１２３
　市民福祉部環境対策課
　環境対策係　☎６３―３１１３
　県佐渡地域振興局健康福祉環境部
　環境センター　☎７４―３４２８
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12
月
10
日
～
16
日
は 

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題 

　
　
　
　

啓
発
週
間
」
で
す

　

拉
致
問
題
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

曽
我
さ
ん
母
娘
を
救
う
会
と
市
は
、
曽

我
ミ
ヨ
シ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
拉
致
被

害
者
全
員
の
早
期
救
出
を
願
う
署
名
活
動

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

12
月
８
日
㈯

　

午
前
８
時
30�

分
～
午
後
４
時

佐
渡
汽
船
両
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

２
階　

待
合
室
回
廊

�

佐
渡
汽
船
が
欠
航
の
場
合
は
、
中
止
し

ま
す
。

総
務
部
総
務
課　

拉
致
被
害
者
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
１

お
知
ら
せ

「
乾
し
い
た
け
生
産
設
備
」 

譲
り
ま
す
・
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

佐
渡
農
業
振
興
連
絡
会
き
の
こ
振
興
会

で
は
、
島
内
乾
し
い
た
け
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
不
用
と
な
っ
た
乾
し
い
た
け

の
生
産
設
備
を
必
要
と
す
る
方
に
有
効
活

用
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

乾
し
い
た
け
生
産
設
備
の
例

　

乾
燥
機
、
し
い
た
け
ス
ラ
イ
サ
ー
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
林
内
作
業
車
、
軽
ト
ラ
、

ハ
ウ
ス
資
材
な
ど

�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

佐
渡
農
業
振
興
連
絡
会
き
の
こ
振
興
会

事
務
局
（
県
佐
渡
地
域
振
興
局
林
業
振

興
課
内
）　

☎
74
―
３
３
２
９

普
通
救
命
講
習

11
月
17
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

市
防
災
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
58
番
地
）

Ⅰ
講
習
（
午
後
４
時
ま
で
の
３
時
間
）

　

�

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ

コ
ー
ス
で
す
。

　

Ⅱ
講
習
（
午
後
５
時
ま
で
の
４
時
間
）

　

�

Ⅰ
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と
実

技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
校
５
年
生
以
上　

20
人

11
月
16
日
㈮

・

中
央
消
防
署　

救
急
係

　

☎
51
―
０
１
２
２

個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の

納
期
限
は
11
月
30
日
㈮
で
す

　

個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の
納
付
書
を

11
月
14
日
㈬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
期
限

内
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
は
、
安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
手
続
な

ど
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
に
い

が
た
県
税
の
窓
口
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部

　

☎
74
―
３
２
７
３
・
４
３
４
６

佐
渡
税
務
署
か
ら
各
種
説
明
会
の
お
知
ら
せ

年
末
調
整
説
明
会
お
よ
び
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
等
説
明
会

　

源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
す
る
平
成
30
年

分
の
年
末
調
整
説
明
会
と
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
等
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
に
向
け
た
決
算
説
明
会

　

平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
に
向
け
て
、

一
般
的
な
決
算
の
仕
方
や
確
定
申
告
に
当

た
っ
て
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
な

ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日時 対象地区 会場

11 月 20 日㈫
午後２時～４時

佐和田地区

アミューズメント佐渡
（中原 234 番地１）

11月 21日㈬
午前 10時～正午

小木・羽茂・赤泊地区

11月 21日㈬
午後２時～４時

両津・真野地区

11月 22日㈭
午前 10時～正午

相川・金井・新穂・畑野
地区

対象所得 区分 日時 会場

事業・不動産

青色決算
12月 18日㈫
午前 10時～正午

アミューズメント佐渡
（中原 234 番地１）

白色決算
12月 18日㈫
午後２時～４時

農業

青色決算
12月 19日㈬
午前 10時～正午

白色決算
12月 19日㈬
午後２時～４時

佐
渡
税
務
署　

法
人
課
税
部
門
・
個
人
課
税
部
門　

☎
74
―
３
２
７
６
（
代
表
）

　
（
自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
担
当
部
門
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。）

寄付のお礼
　旧両津市平松出身で新潟市在住
の平片佐武郎さんから、「佐渡市
発展のため役立ててほしい」と
500 万円のご寄付をいただきまし
た。

総務部防災管財課　管財係
　☎６３―３１２５

市報さど　平成30年11月号



従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

「
給
与
天
引
き（
特
別
徴
収

）」
が 

　
　
　
　
　
　

義
務
で
す

　

個
人
住
民
税
は
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と

同
じ
よ
う
に
、
事
業
主
が
毎
月
従
業
員
に

支
払
う
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
納
税
義
務

者
で
あ
る
従
業
員
に
代
わ
り
市
へ
納
め
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
は
、
金
融
機
関
に
出
向
い
て
納

税
す
る
手
間
が
省
け
、
納
付
を
忘
れ
て
滞

納
と
な
っ
た
り
、
延
滞
金
が
か
か
っ
た
り

す
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
特
別

徴
収
は
納
期
が
年
12
回
な
の
で
、
普
通
徴

収
（
現
金
払
、
口
座
振
替
）
に
比
べ
て
１

回
あ
た
り
の
納
税
額
が
少
な
く
て
す
み
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
で
、
い
ろ
い
ろ
な
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す

　

年
末
調
整
で
は
、
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
保
険
料
控
除
な
ど
の
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
扶
養
控
除

等
申
告
書
な
ど
を
正
し
く
記
載
し
て

提
出
し
な
い
と
、
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

所
得
が
38
万
円
を
超
え
る
親
族
を

扶
養
に
し
た
り
、
保
険
料
控
除
申
告

額
の
誤
り
な
ど
に
よ
り
、
年
度
途
中

で
市
・
県
民
税
額
が
増
額
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
扶
養
控
除
等

申
告
書
な
ど
を
正
し
く
記
載
し
て
勤

務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
は
、
エ
サ
が
捕
れ
ず
に
衰
弱

し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず
死

ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
直
ち
に
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
種
類
に
よ
っ
て
は
、
検
査
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
触
れ
な
い
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
野
鳥
な
ど
野
生
動
物
の
排
泄
物
等
に
触

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
？

　

殺
菌
効
果
の
あ
る
石
け
ん
で
手
洗
い
・

う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
野

鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接
し
方
で
は
人
に
感

染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

過
度
に
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
74
―
３
４
２
８

　

市
民
福
祉
部
環
境
対
策
課

　

環
境
対
策
係　

☎
63
―
３
１
１
３

12
月
10
日
～
16
日
は 

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題 

　
　
　
　

啓
発
週
間
」
で
す

　

拉
致
問
題
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

曽
我
さ
ん
母
娘
を
救
う
会
と
市
は
、
曽

我
ミ
ヨ
シ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
拉
致
被

害
者
全
員
の
早
期
救
出
を
願
う
署
名
活
動

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

12
月
８
日
㈯

　

午
前
８
時
30�

分
～
午
後
４
時

佐
渡
汽
船
両
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

２
階　

待
合
室
回
廊

�

佐
渡
汽
船
が
欠
航
の
場
合
は
、
中
止
し

ま
す
。

総
務
部
総
務
課　

拉
致
被
害
者
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
１

　
順
徳
院
黒
木
御
所　

第
10
回
佐
渡
吟
詠
大
会
作
品
紹
介

短
歌　
萩
原　

光
之　

選　

応
募
数
１
０
７
首
（
30
人
）

　

最
優
秀
賞　

海
峡
は
佐
渡
へ
帰
る
を
待
て
る
色
夏
の
白し
ら

青あ
を

冬
の
黒く
ろ

青あ
を

　

佐
藤　

純
（
宮
城
県
仙
台
市
）

俳
句　
赤
塚　

五
行　

選　

応
募
数
１
５
１
句
（
38
人
）

　

最
優
秀
賞　

黒
揚
羽
御
所
の
う
た
か
た
め
ぐ
り
け
り　
北
見　

芳
江
（
吾
潟
）

川
柳　
若
林　

柳
一　

選　

応
募
数
54
句
（
15
人
）

　

最
優
秀
賞　

人
生
の
日
日
を
磨
い
て
生
き
る
愛　
　
　
　

北　

睦
子
（
吾
潟
）

そ
の
ほ
か
の
入
賞
作
品
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佐
渡
吟
詠
大
会
事
務
局
（
担
当　

北
條
）　

☎
63
―
３
３
１
２

11月は 
「労働保険適用促
進強化期間」です

　労働者（パート、ア
ルバイトなどを含む）
を１人でも雇っている
事業主は、労働保険
（労災保険・雇用保
険）に加入しなければ
なりません。
　まだ加入していない
事業主は、労働者が安
心して働ける職場作り
と安定した事業経営を
図るため、佐渡労働基
準監督署またはハロー
ワーク佐渡で加入手続
きをお願いします。

新潟労働局総務部
　労働保険徴収課�
　☎025―288―3502

市報さど　平成30年11月号17
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相
川
病
院
　
坂
野
看
護
部
長

相
川
病
院
「
外
来
通
信
」

　
「
待
っ
た
、
待
っ
た
。
こ
れ
じ
ゃ
、
も
っ
と
病

気
に
な
る
わ
」「
え
ー
、
診
察
も
あ
っ
と
い
う
間
、

２
時
間
も
待
っ
た
の
に
。
先
生
も
ち
っ
と
も
顔

見
な
い
。
聴
診
器
も
ト
ン
、
ト
ン
っ
て
本
当
に

聞
い
て
る
の
？
」「
看
護
師
さ
ん
も
、
順
番
合
っ

て
る
？
あ
の
人
、
後
か
ら
来
た
の
に
、
先
に
診

察
室
に
入
っ
た
！
」、
そ
の
よ
う
な
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

　
人
手
不
足
で
多
忙
の
た
め
と
言
う
と
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
当
院

は
予
約
制
で
な
く
、
屋
外
で
の
仕
事
の
方
が
多
い
の
で
、
お
天
気

を
見
て
来
院
さ
れ
、
明
日
か
ら
嵐
と
い
う
よ
り
も
天
気
の
良
く
な

る
前
の
日
に
患
者
さ
ん
が
か
た
ま
り
ま
す
。
逆
に
予
約
日
の
拘
束

が
な
い
の
で
、
都
合
の
良
い
と
き
に
漁
や
畑
に
行
っ
た
り
で
き
ま

す
。
連
休
の
前
後
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
な
ど
に
も
混
み

合
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
患
者
さ
ん
が
疲
れ
る
ほ
ど
長
く
待
っ
た
り
、
サ
ー
ビ

ス
、
気
配
り
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。『
す
べ
て

の
サ
ー
ビ
ス
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
』
こ
れ
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

重
症
患
者
さ
ん
、
発
熱
等
の
あ
る
患
者
さ
ん
は
最
優
先
で
診
察
室

に
、
安
定
し
た
患
者
さ
ん
は
先
に
血
圧
測
定
、
簡
単
な
問
診
な
ど

を
行
い
、
円
滑
に
外
来
が
回
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
頻
回
に
話
し
合
い

の
場
を
持
ち
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
か
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
声
が
、
外

来
を
病
院
を
良
く
す
る
第
一
で
あ
る
と
、
職
員

一
同
考
え
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
相
川
病
院
放
射
線
科
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは

　やる気を育てる言い方とは、どのような言い方でしょうか。
　人は誰でも、否定的な言い方で注意や命令をされると話の内容を理解
しようとする気持ちや、やろうとする気持ちが失せてしまいます。失敗
をする前から、失敗を予測するようなことを言われるとどうでしょう
か？
　そのようなときに子どもが前向きに受け止められる言葉のかけ方を
知っていると、より効果的に伝えることができます。

　　　　��肯定的な言い方で！
例）走っちゃダメ　→　歩こうね
　　コップ落とさないで　→　コップしっかり持ってね
　　�片付けないとテレビ見せないよ　→　片付け終わってからテレビ見
ようね

　　　　�命令形の言葉がけは、できるだけ避ける
例）靴をそろえて　→　靴をそろえてね
　　　　　　　　　　　靴をそろえよう

　　　　�危険な行動やしていけないことは、叱って教えることも大事
　でも、感情的に怒るのはやめましょう。
　日ごろから肯定的な言葉がけをすることで、ここぞと言うときの厳し
い言葉にも効き目があります。

『育じい・育ばあ』のための「ほめほめ講座」
肯定的な言い方はやる気を育てる

４コ マ 漫 画 で伝える

ポイント❶ 

ポイント❷ 

ポイント❸ 

市民福祉部子ども若者課　子ども若者相談センター
　☎５８―８０７７

8
言い方

市報さど　平成30年11月号



い
き
い
き
学
級（
新
穂
地
区
）

　

新
穂
地
区
公
民
館
で
は
、
60
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
「
い
き
い
き
学
級
」
を
開
講

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
郷
土
に
つ
い
て
の
講
話
、

佐
渡
三
十
三
観
音
霊
場
巡
礼
、
小
学
生
と

の
交
流
会
、
ち
ぎ
り
絵
づ
く
り
、
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
は
か
ま
紙
づ
く
り
、
小
学
生

と
の
交
流
会
、

料
理
講
習
を

計
画
し
て
い

ま
す
。

　

１
年
間
の

活
動
を
通
し

て
、
学
級
生

同
士
の
交
流

を
深
め
な
が

ら
、
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
目
指
し
ま
す
。

　

年
度
途
中
か
ら
の
受
講
も
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
程
な
ど

詳
細
は
、
新
穂
地
区
公
民
館
（
☎
22
―

２
０
７
５
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
３
日
曜
日
は 

　
　
　
　
　
「
家
庭
の
日
」

　

新
潟
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
会
議
で

は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
は
「
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
し
て
、
県
民

ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
、

家
庭
は
私
た
ち
の
大
切
な
居
場
所
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
日
と
し
て

「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族
一
緒
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

佐
渡
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（畑野行政サービスセンター内）
☎６６－４１６０

　

河
崎
小
学
校
で
は
、
地
域
の
自
然
や

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
生
き
る
力

を
育
て
る
た
め
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
中
心
に
地
域
の
自
然
や
文
化
、
歴

史
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

１　
伝
統
文
化
を
調
べ
よ
う（
３
年
）

　

河
崎
小
学

校
の
あ
る
下
久

知
地
区
に
は
久

知
八
幡
宮
が
あ

り
、
９
月
の
祭

礼
で
は
「
花
笠

踊
」「
刀と

う

刀と
う

」「
下

が
り
葉
」「
鬼
太

鼓
」
な
ど
の
伝

統
芸
能
が
奉
納

さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
も
伝
統
芸

能
の
担
い
手
と
し
て
祭
り
の
中
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
地
域
の
学
習
が
大
好
き
で
、

地
域
の
方
々
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

し
て
招
き
、地
域
に
伝
わ
る
歴
史
や
伝
統

芸
能
を
体
験
し
、学
ん
で
い
ま
す
。

2　
久
知
川
と
ホ
タ
ル（
４
年
）

　

久
知
川
は
、
以
前
は
た
く
さ
ん
の
ホ

タ
ル
が
舞
い
飛
ぶ
川
で
「
ホ
タ
ル
祭

り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ホ
タ

ル
が
激
減
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ホ
タ
ル

祭
り
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
４
年
生
は
佐
渡
地
域
振

興
局
や
ホ
タ
ル
の
会
の
ご
協
力
を
得
て
、

久
知
川
の
生

き
物
調
査
を

行
っ
て
い
ま

す
。
川
の
水

質
や
棲
む
生

き
物
、
ホ
タ

ル
の
生
態
に

つ
い
て
調
べ

た
り
、
ホ
タ

ル
の
会
の
方

の
話
を
聞
い

た
り
す
る
中
で
、
「
ホ
タ
ル
を
守
り
た

い
」
「
祭
り
を
復
活
さ
せ
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
強
く
も
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
ホ
タ
ル
が
舞

い
飛
ぶ
川
を
目
指
し
て
今
後
も
学
び
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

３　
大
学
生
と
の
交
流（
５・６
年
）

　

５
・
６
年
生
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
と
し
て
、
新
潟
大
学
の
学
生
と
授
業

を
通
し
て
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
話
し

合
う
な
ど
有
意
義
な
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
方
々
と
一
体
に
な
っ

た
交
流
や
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

�

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
８
９
８

河
崎
小
学
校

熱心にはかま紙を作成する受講生
（昨年開講の様子）

週に一度は！

てぃー きゅー びー

たまには画面じゃなくて
家族の顔を見てみよう！

TV やスマホ、ゲームは ひと休み ひと休み。

休
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20

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　

金
銀
鉱
脈
は
ど
う
や
っ
て
で
き
た
？

　

佐
渡
で
は
相
川
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
鉱
脈
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
鉱
脈
が
多
く

見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

佐
渡
で
見
ら
れ
る
金
銀
鉱
脈
の
多
く
は
、
火
山

活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。
金
は
延
べ
棒

の
よ
う
な
か
た
ま
り
の
状
態
で
鉱
脈
に
含
ま
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
や
過
程

を
経
る
こ
と
で
金
は
作
ら
れ
ま
す
。

　

佐
渡
の
金
銀
鉱
脈
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
約

二
千
万
年
前
に
は
、
活
発
な
火
山
活
動
が
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。
地
下
に
あ
る
マ
グ
マ
に
よ
っ
て
熱

せ
ら
れ
た
地
下
水
に
、
ま
わ
り
の
岩
石
か
ら
金
や

銀
が
溶
け
出
し
ま
し
た
。
金
や
銀
を
含
む
地
下
水

は
、
岩
の
す
き
間
を
上
昇
し
、
沈
殿
す
る
こ
と
で

金
銀
鉱
脈
を
作
り
ま
し
た
。
熱
い
地
下
水
が
何
度

も
岩
の
す
き
間
を
通
る
た
め
、
鉱
脈
に
は
し
ま
模

様
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

岩
の
す
き
間
、
金
を
含
む
熱
い
水
、
マ
グ
マ
の

熱
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
重
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

佐
渡
で
は
金
銀
鉱
脈
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
巨
大
な
す
き
間
を
つ
く
っ
た
原
因

を
探
り
ま
す
。

91

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

�

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

　

平
成
31
年
４
月
に
相
川
地
区
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
（
仮
称
）
佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
の
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
、
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
が
も
つ
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
の
皆
さ
ま
を
現
地
へ
誘
導
す
る
た
め
の
情
報
提
供
の

拠
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
憩
い
や
来
訪
者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
広
く
活
用
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

募
集
締
切　
11
月
30
日
㈮　

午
後
５
時

　

募
集
要
項
な
ど
は
、
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
本
庁
舎
３
階
）、
各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「（
仮
称
）佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
」の
愛
称
募
集
！

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課　

☎
63
―
５
１
３
６

鉱脈のでき方

ガイダンス施設完成イメージ図

市報さど　平成30年11月号

① 岩のすき間を金を含む熱い地
下水が上昇します

②①を何度も繰り返します ③鉱脈が形成されます



生活情報
　　さど

あ
ら
か
わ
佐
渡
お
け
さ
祭
り
開
催

　

９
月
30
日
、荒
川
区
の
冠
新
道
商
店
街
で
、佐
渡
市
と
東

京
都
荒
川
区
と
の
友
好
都
市
交
流
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
る「
あ
ら
か
わ
佐
渡
お
け
さ
祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、伊
藤
副
市
長
や
荒
川
区
の
西
川
区
長
、松

島
み
ど
り
元
法
務
大
臣
な
ど
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
、東
京
湊
木
遣
り
愛
好
会
に
よ
る
祭
礼
歌「
湊
木
遣
り
」

の
演
唱
を
経
て「
佐
渡
お
け
さ
流
し
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

佐
渡
お
け
さ
流
し
で
は
荒
川
区
の
地
元
の
皆
さ
ま
や
首

都
圏
在
住
の
佐
渡
出
身
の
舞
踊
愛
好
者
を
含
む
百
数
十
人

が
３
列
１
０
０
ｍ
の
列
を
成
し
て
佐
渡
お
け
さ
を
華
麗
に

踊
り
、荒
川
区
の
元
三
島
神
社
五
神
太
鼓
や
畑
野
丸
山
地

区
の
鬼
太
鼓
、相
川
音
頭
の
舞
踊
等
の
伝
統
芸
能
も
披
露
さ
れ
、会
場
は
両
都
市
の
伝
統
芸

能
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
渡
市
ブ
ー
ス
の
物
産
展
や
屋
台
な
ど
の
出
店
で
は
、金
塊
つ
か
み
取
り
や
砂
金
採
り
の

体
験
を
楽
し
み
、ま
た
、ぬ
か
釜
で
炊
い
た
お
達
者
米（
達
者
海
岸
で
天
日
干
し
し
た
希
少
な

米
）と
海
藻
ス
ー
プ
の
試
食
等
も
行
わ
れ
、好
評
で
し
た
。

　

佐
渡
の
魅
力
を
、あ
ら
か
わ
佐
渡
お
け
さ
祭
り
を
通
し
て
来
場
者
に
知
っ
て
も
ら
え
る
と

同
時
に
、佐
渡
へ
の
来
島
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
文
責
：
佐
渡
市
東
京
事
務
所　

伊
豆
野　

泰
弘
）

編集後記
　平成20年にトキの放
鳥をスタートさせてか
ら10年目となる今年。
　自宅前の田んぼで
もトキが飛ぶ姿が見え
るようになり、その姿
に思わず見とれてしま
い、何か良いことがあり
そうな気分になるひと
ときを過ごしています。
（T.S）

お問い合わせ　消費生活センター（平日）
午前９時〜午後４時　☎５７－８１４３

消費者ホットライン
☎１

い

８
や

８
や

（嫌
いや

や！泣き寝入り）

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・
西
日
本
か
ら
光
回
線
を
借
り
受
け
た
、
光
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
が
提
供
す
る
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
と
の
契

約
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・
西
日
本
と
の
契
約
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

契
約
す
る
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
心
配
な
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
１
】

�

大
手
通
信
事
業
者
か
ら
か
け
て
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
言
い
方
で
、

「
ア
ナ
ロ
グ
回
線
は
廃
止
に
な
る
の
で
、
光
回
線
に
変
更
し
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
い
う
電
話
が
何
度
も
か
か
っ
て
来
る
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
。

【
事
例
２
】

　

契
約
中
の
大
手
通
信
事
業
者
を
名
乗
る
電
話
が
あ
り
、
「
光
コ
ラ
ボ

の
案
内
で
す
。
今
よ
り
千
円
安
く
な
り
ま
す
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。
現
在

契
約
中
の
事
業
者
の
プ
ラ
ン
変
更
だ
と
思
い
、
手
続
き
を
し
た
ら
別
会

社
と
の
契
約
に
な
っ
て
い
た
。

華麗に踊る佐渡おけさ流し

ア
ド
バ
イ
ス

・�

「
安
く
な
る
」
と
勧
誘
さ
れ
て
も
ほ
か
の
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
と
セ
ッ
ト
契
約
だ
っ
た
場
合
、
今
の
料
金
よ
り
高
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

・�

勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
返
事
を
せ
ず
、
契
約
先
の
事
業
者
名
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
契
約
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
内
容
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
、
必
要
な
い
と
思
っ
た
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。
家
族
に
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

・�

光
回
線
の
契
約
は
、
電
気
通
信
事
業
法
の
解
約
ル
ー
ル
で
あ
る

「
初
期
契
約
解
除
制
度
」
の
対
象
で
す
。
契
約
書
面
が
届
い
た

日
を
初
日
と
し
た
８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
違
約
金
な
く
解
約
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
事
務
手
数
料
、
工
事
費
や
既
に
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
料
金
な
ど
は
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

光回線サービスの変更は、内容をよく理解してから
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地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 柿野浦 鈴　木　俊　晴 88 9.18
　〃 春日 永　田　貞　夫 83 9.20
　〃 羽二生 親　松　アツ子 82 9.21
　〃 両津福浦二丁目 山　本　一　男 85 9.23
　〃 馬首 清　榮　　　馨 84 9.25
　〃 梅津 市　橋　勉　明 84 10.  3
　〃 梅津 丹　後　キ　サ 86 10.  4
　〃 城腰 三　國　秀　夫 69 10.  4
　〃 加茂歌代 佐　藤　すみえ 60 10.  5
　〃 両津湊 古　家　カズエ 84 10.  9
　〃 梅津 伊　藤　ハ　ツ 97 10.11
　〃 住吉 久保田　貴美子 90 10.12
　〃 春日 兵　庫　遼　一 76 10.12
　〃 春日 松　田　　　一 87 10.12
　〃 梅津 小　池　洋　行 86 10.14
　〃 梅津 祝　　　美智子 80 10.22
相　川 相川羽田町 青　栁　博　文 62 9.18
　〃 相川五郎左衛門町 荻　野　ミ　ヨ 90 9.20
　〃 石名 梶　井　鈴　子 84 10.  2
　〃 二見 古　藤　淺太郎 87 10.  4
　〃 小田 梶　井　昭一朗 91 10.  6
　〃 相川下戸町 平　　　　　満 82 10.  7
　〃 北狄 杉　山　澄　夫 82 10.12
　〃 橘 高　橋　　　誠 56 10.19
　〃 高千 東　后　重　晴 89 10.21
佐和田 東大通 逸　見　三津司 87 9.24
　〃 山田 湖　屋　茂　男 91 9.26
　〃 市野沢 櫻　本　ツヨ子 83 9.26
　〃 沢根町 中　川　ミサオ 104 10.  2
　〃 沢根五十里 末　武　一　三 85 10.14
　〃 河原田諏訪町 秋　野　君　子 85 10.18
金　井 金井新保 兒　玉　正　好 78 9.19
　〃 吉井 児　玉　安二郎 89 9.19
　〃 貝塚 渡　邉　サタ子 88 9.19
　〃 金井新保 伊　藤　早　苗 77 9.24
　〃 泉 齋　藤　精　治 81 9.27

金　井 中興 仲　川　サカエ 80 9.30
　〃 平清水 山　本　カ　ズ 91 10.12
　〃 大和 伊　藤　愛　子 92 10.14
　〃 吉井本郷 本　間　重　夫 92 10.15
　〃 三瀬川 松　浦　　　德 91 10.20
　〃 吉井本郷 神　山　　　作 88 10.22
新　穂 新穂長畝 　　原　チ　ヱ 90 9.25
　〃 新穂潟上 石　塚　真奈美 51 9.29
　〃 新穂舟下 後　藤　一　夫 85 10.10
　〃 新穂正明寺 山　本　　　満 71 10.19
畑　野 丸山 計　良　良　策 75 9.23
　〃 栗野江 佃　　　タヅ子 91 9.25
　〃 目黒町 小　池　京　子 83 9.26
　〃 畑野 本　間　貞　市 89 10.  2
　〃 松ケ崎 本　間　　　辻 95 10.  7
　〃 宮川 笹　川　　　忍 86 10.  9
　〃 畑野 中　川　昭　夫 63 10.14
真　野 吉岡 小　田　勝　　 59 9.19
　〃 大倉谷 金　子　正　晴 81 9.22
　〃 椿尾 笠　井　正　義 97 9.27
　〃 吉岡 曽　我　カ　ヨ 97 9.27
　〃 真野新町 島　倉　伊三武 93 9.28
　〃 吉岡 佐々木　フ　サ 100 9.30
　〃 金丸 大　地　幸　雄 82 10.  4
　〃 田切須 津　田　稔　男 94 10.  7
　〃 豊田 本　間　ハナ子 85 10.22
小　木 小木町 北　山　秀　夫 84 9.19
　〃 江積 金　子　ヤヨエ 87 10.18
羽　茂 羽茂大石 金　子　フ　ミ 94 10.  4
　〃 羽茂小泊 永　井　　　高 82 10.  6
　〃 羽茂大橋 髙　野　輝　治 88 10.  7
　〃 羽茂村山 小　田　幸　夫 94 10.10
　〃 羽茂大石 志　田　孝　子 95 10.19
赤　泊 赤泊 伊　賀　三　好 103 9.22
　〃 赤泊 石　川　正　治 83 10.  6
　〃 下川茂 水　澤　一　郎 92 10.21
　〃 徳和 除　　　テルヨ 62 10.22

金　井 中興 仲　川　サカエ 80 9.30
　〃 平清水 山　本　カ　ズ 91 10.12
　〃 大和 伊　藤　愛　子 92 10.14
　〃 吉井本郷 本　間　重　夫 92 10.15
　〃 三瀬川 松　浦　　　德 91 10.20
　〃 吉井本郷 神　山　　　作 88 10.22
新　穂 新穂長畝 　　原　チ　ヱ 90 9.25
　〃 新穂潟上 石　塚　真奈美 51 9.29
　〃 新穂舟下 後　藤　一　夫 85 10.10
　〃 新穂正明寺 山　本　　　満 71 10.19
畑　野 丸山 計　良　良　策 75 9.23
　〃 栗野江 佃　　　タヅ子 91 9.25
　〃 目黒町 小　池　京　子 83 9.26
　〃 畑野 本　間　貞　市 89 10.  2
　〃 松ケ崎 本　間　　　辻 95 10.  7
　〃 宮川 笹　川　　　忍 86 10.  9
　〃 畑野 中　川　昭　夫 63 10.14
真　野 吉岡 小　田　勝　　 59 9.19
　〃 大倉谷 金　子　正　晴 81 9.22
　〃 椿尾 笠　井　正　義 97 9.27
　〃 吉岡 曽　我　カ　ヨ 97 9.27
　〃 真野新町 島　倉　伊三武 93 9.28
　〃 吉岡 佐々木　フ　サ 100 9.30
　〃 金丸 大　地　幸　雄 82 10.  4
　〃 田切須 津　田　稔　男 94 10.  7
　〃 豊田 本　間　ハナ子 85 10.22
小　木 小木町 北　山　秀　夫 84 9.19
　〃 江積 金　子　ヤヨエ 87 10.18
羽　茂 羽茂大石 金　子　フ　ミ 94 10.  4
　〃 羽茂小泊 永　井　　　高 82 10.  6
　〃 羽茂大橋 髙　野　輝　治 88 10.  7
　〃 羽茂村山 小　田　幸　夫 94 10.10
　〃 羽茂大石 志　田　孝　子 95 10.19
赤　泊 赤泊 伊　賀　三　好 103 9.22
　〃 赤泊 石　川　正　治 83 10.  6
　〃 下川茂 水　澤　一　郎 92 10.21
　〃 徳和 除　　　テルヨ 62 10.22

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 浜田 若　林　燈吉郎 貴政 9.23
　〃 両尾 伊　藤　海　音 奨悟 9.24
　〃 両津湊 円　山　柊　源 禄仁 10.  3
相　川 相川材木町 関　川　葵　琉 翔紀 9.12
　〃 相川大浦 戸　田　彩　心 和馬 9.30
佐和田 長木 本　間　莉　歩 憲祐 9.13
　〃 長木 矢　邉　衣　栞 悟 9.16
　〃 八幡 佐　藤　　　凪 大夢 9.19
　〃 中原 貝　沼　　　衛 卓 9.20
　〃 八幡町 田　添　心　莉 智也 9.29
　〃 市野沢 池　田　葉　羽 真吾 10.   2

佐和田 河原田本町 髙　野　蒼　空 司 10.  7
　〃 沢根炭屋町 矢　島　　　命 拓 10.  9
金　井 金井新保 石　川　芽　依 昌和 9.26
畑　野 畑野 金　田　貴　成 豊一 9.10
　〃 畑野 髙　橋　彰　大 健児 9.11
真　野 名古屋 伊　藤　美　月 誠治 10.10
　〃 西三川 橋　詰　結　衣 信吾 10.13
小　木 宿根木 安　達　頼　斗 亮介 9.13
　〃 沢崎 有　田　詠　音 将浩 9.29
赤　泊 上川茂 横　吞　　　唯 淳一 9.  7
　〃 大杉 佐々木　康　平 進一 9.25

（とうきちろう）

（あまね）

（ひげん）

（きりゅう）

（いろは）

（りほ）

（いおり）

（なぎ）

（まもる）

（みり）

（よう）

（そら）

（みこと）

（めい）

（たかなり）

（あきひろ）

（みつき）

（ゆい）

（らいと）

（うたね）

（ゆい）

（こうへい）

戸籍の窓
9.18～10.22届出



中央図書館　☎63-2800

図書館だより
情報がいっぱい！

　市立図書館のホームページでは、おはなし会などのイベント案
内、移動図書館のスケジュールが分かるほか、本の検索や予約、
利用状況の確認などをすることができます。
　「本を探したい」「図書館・図書室を利用したい」と思ったら、
市立図書館のホームページをご覧ください。
※本の予約などのサービスを利用するには、事前に「パスワード」や「メー
ルアドレス」を登録する必要がありますので、図書館・図書室で手続きを
お願いします。

『佐渡の皆さん、よろしくお願いします』

　９月から地域おこし協力隊として岩首
地区で活動させていただくこととなりま
した服部綾子です。北海道出身です。
　現在は、岩首地区で行われる行事のお
手伝いや地域の方々に地元の歴史や風習
などのお話しを伺うなど、まずは、地域
を知ること、皆さんに知っていただくこ
とを中心に活動しています。
　これからは農村風景とともに守り続け
られている魅力ある農業や地域の文化を
多くの方々に伝えられるよう、地域に寄
り添った活動をしたいと思っています。
どうぞよろしくお願いします。

岩首昇竜棚田にて

岩首地区担当　服部　綾子着任のごあいさつ

お問い合わせ　産業観光部地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

市立図書館のホームページ

書籍紹介
「ビター・ステップ」
　高田由紀子　著　ポプラ社
　９月に刊行された相川地区出身の児
童文学作家、高田由紀子さんの著書。
　物語の主人公、小学５年生のあかり
の家にやってき
たのは、病気で変
わりはてたおば
あちゃん。
　ぶつかりあう家
族がふみだす、ほ
ろにがくもあたた
かい一歩とは…

蔵書点検のため、図書館を休館します
　蔵書点検は、図書館・図書室の本を一斉点検する作業です。蔵書点検期間中は、休館となりますので、
本の返却は返却ポストやほかの図書館・図書室へお願いします。
　さわた図書館　11月27日㈫～30日㈮　　小木図書館　12月４日㈫～７日㈮

佐渡市　図書館 で検索！
Clic
k

➡
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　消防本部では、学童期の防火教
育の一環として市内の小学生から
火災予防ポスターの図案を募集し
ました。
　今年は31作品の応募があり、10
月14日に開催された消防ふれあい
広場にご来場いただいた皆さまか
らの投票によって、最優秀作品を
決定しました。
　最優秀作品は、火災予防をＰＲ
するポスターとして、市内の小学校
や店舗などで掲示していただいて
います。

○入賞作品は、下記の日程で展示しますので、ぜひご覧ください。
　11月��９日㈮～ 19日㈪ 市防災センター�
　11 月 20日㈫～ 27日㈫ アミューズメント佐渡
　11月 30日㈮～ 12月７日㈮ キングサンモール店
　12月 10日㈪～ 17日㈪ ＪＡ羽茂Ａコープ羽茂店
　12月 20日㈭～ 28日㈮ 相川消防署
※入賞作品は、市消防本部ホームページでもご覧いただけます。

お問い合わせ
消防本部予防課　☎５１―０１２３

最優秀賞（低学年の部）
金井小学校�２年　笠井�琉雅さん
「火はこわい。いのちを大切に。」

最優秀賞（高学年の部）
河崎小学校�５年　菊池�李久さん
「ぼくたちが火事から守る」

火災予防について、 
家族みんなで 

話し合いましょう！

■発行・編集　佐渡市 総務部総務課広報戦略室　広報広聴係	 ■発行日	平成30年11月10日
　〒952-1292	佐渡市千種232番地　ＴＥＬ0259（63）3111㈹・0259（63）3300
ホームページアドレス	https://www.city.sado.niigata.jp　公式フェイスブック	https://www.facebook.com/sadocity.PR

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス�sado@mpx.wagmap.jp�に空メールするか、�QR�
コードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINE＠アカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務部総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９

佐渡博物館特別展
「縄文の造形美―六反田南遺跡と火焔型土器―」
　2016 年に全国５カ所の博物館を巡回した糸魚川市六反田南遺跡の国宝級名
品や、県内の火焔型土器、そして佐渡の火焔型土器、石器、土偶などが一堂に
集う特別展を開催しています。

展示期間 12 月 16 日㈰まで
会 場 佐渡博物館（八幡 2041 番地）
開館時間 午前８時 30分～午後５時（最終入館　午後４時 30分）
入 館 料 大人 500 円　小・中学生 200 円（15人以上の団体は 2割引）
お問い合わせ　佐渡博物館　☎５２―２４４７ 佐渡で出土した火焔型土器

（長者ヶ平遺跡）

消防本部オリジナルポスターで「火の用心」

12月16日㈰まで開催中


